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「お
城
と
共
に
三
十
年
。
そ
し
て
、
テ」
れ
か
ら
」

福
岡
市
美
術
館

は
、
昭
和
五
十

四

年
十

一
月

に
開
館

し
、
お
城

と
大
濠

公
園
の
緑
と
水
に
包
ま
れ
た
中

に
あ

っ
て
、
多
く
の
市
民
に
親

し
ま
れ
、
昨

年

八

月

に
は

開

館

以
来

の
観

覧

者

が
二
千
万
人
を
超
え
、
ま
た
今
月
、
開
館
三
十
年
と
な
り
ま

し
た
。
関
係
各
位
、
市
民
の
皆
様
方
の
ご
支
援
、
」^
協
力
の
賜

と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在

、
所
蔵
品
に
つ
い
て
は
、
福
岡
藩
主
黒

田
家
ゆ
か
り

の
資
料
他
、
多
数
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
ミ
ヽ
口
、
ダ
リ
、
黒

田
清
輝
、
土目
木
繁
な
ど
の
作
品
を
含
め
、
約

一
万

四
千
点
を

収
集
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
所
蔵

品
を

活

用
し
、
常

設
展

で
は
、
例

え
ば
現
在
、
開
催
中
の
「秋
の
名
品
展
」
な
ど
、
独
自
の
テ
ー

マ
で
年
に
約

二
十
展
ほ
ど
展
覧
会
を
行
う
と
と
も
に
、
特
別

企
画
展
を
年
三
～
四
展
実
施
し
て
お
り
、
現
在
は
、
横
山
大

観

に
認
め

ら
れ

た

郷
土

出

身

の
日
本

画
家

、
「
冨

田
渓

仙

展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

更
に
、
〈
フ
年

で
四
十

四
回
目
を
迎
え
る
福

岡
市
美
術

展

や
様

々
な
美
術
団
体
等

の
展
覧
会
も
あ

り
、
ま
た
教
育
普

及
に
つ
い
て
も
毎

日
二
回
実
施

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ツ
ア
ー
、
本

市
小

。
中
学
生
等
の
体
験
学
習
、
「夏
体

み
こ
ど
も
美
術
館
」

な
ど
を

開
催

し
、
子
ど
も
た
ち

に
新

た
な
発

見
と
感
動
を

与
え
て
い
ま
す
。

本
年

五
月
に
開
催

し
た
福

岡

ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
ウ
イ
ー

ク

で
は
、
「福
岡
城
址
周
辺
散
策
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
、
多
く
の

方
々
に
好
評
を
得
ま
し
た
。

今
後

と
も
、
お
城

と
大
濠

公
園

に
包
ま
れ
た
立
地

の
良

さ
を
十
分
に
活
か
し
、
当
館
が
二
十

一
世
紀
に
お
け
る
文
化

芸
術

・
集
客
交
流
の
拠
点
施
設
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。



写
真
提
供

¨
読
売
新
聞
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本
社

今
年

の
観
月

の
宴

は
、
近
来
ま
れ
な

る

晴

天

に
恵

ま
れ
、
は

じ
め

て
お
天
気

の
心

配
を
せ
ず

に
開
催
さ

れ

た

お

月

見

で

し

た
。プ

ロ
グ

ラ
ム
第

一

部
、
月
を
迎
え

る
太

鼓

の
響
き

に

一
瞬
会

場

は
静

寂

に
な

り
、

古
武
道
披
露
、
あ
ん

ど
ん
灯
火
式

（付
属

小
学
校
）
な
ど
が
無
事
に
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
月
の
出

・

十
七
時
四
十

一
分
、
五
供
の
儀
が
始
ま
る
と
、
こ
の
古

代
か
ら
の
月
を
讚
え
る
儀
式
に
会
場
か
ら
驚
嘆
の
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

毎
年
欠
か
さ
ず
観
月
の
宴
に
お
仲
間
と
ご
出
席
さ
れ

る
会
員
の
片
山
晃

一
氏
の
感
想
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「お
天
気
の
応
援
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
粛
々
と
行
事
が

進
む
に
つ
れ
て
舞
台
と
観
客
と
の
間
に

一
体
感
が
生
ま

れ
て
い
て
、
今
ま
で
で

一
番
感
動
し
た
う
た
げ
で
し
た

ね
」
と
。

ま
た
、
お
月
様
が
名
島
門
の
と
こ
ろ
か
ら
上
が

っ
て

く
る
の
を
見
ら
れ
た
女
性
二
人
の
お
客
様
の
感
激
ぶ
り

も
嬉
し
さ
が
あ
ふ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

第

二
部

・
三
味
線

や
踊
り
、
詩
吟
な
ど
な
ど
楽

し
く

と
き
は
過
ぎ

て
行
き
ま
し
た
。
下

の
橋
大
手
門
が
開
放

さ
れ

て
お
り
ま
し
た

の
で
、
そ

こ
を
く
ぐ

っ
て
お
帰
り

の
方
々
も
，お
見
か
け
い
た
し
ま
し
た
。

月
を
め

で
る
た
め

に
福
岡
城
跡
を
訪
れ
た
お
客
様
は

二
千
五
百
名
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。

な

お
、
宴

は
読
売
新
聞
西
部
本
社
、
ビ
ジ
タ

ー
ズ

・

イ

ン
ダ

ス
ト
リ
ー
推
進
協
議
会
と
福
岡
城
市
民

の
会

の

共
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
歯
筑
前
黒
峙
城
跡
／
黒
峙
宿
晨
示
会

九

月

十

九

日

～

二
十

日
、
黒
崎
井
筒
屋
に
て

「筑

前
六
端
城
模
型
Ｌ

黒
田
二

十

四
騎
が
不
ル
Ｌ

長
崎
街

道

筑

前

六

宿

交

流

」
の
展

示
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
福
岡
城
市
民
の
会
企
画
・筑
前
六

端
城
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
四
十
二
名
の
皆
さ
ん
も

参
加
見
学
し
ま
し
た
。

』
第
二
十
一口
お
お
ほ
り
ま
つり

．　
甲
冑
姿
の
黒
田
二
十
五
騎
を
中
心
に
少

一年
武
者
や
稚
児
か
ら
な
る
行
列
が
、
光
雲
神

．社

（西
公
園
）
を
出
発
し
、
福
岡
城
の
外
掘
で

あ
る
大
濠
公
園
を
通
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
岡
放
送
局

ま
で
練
り
歩
き
ま
す
。

今
年
は
黒
田
長
政
公
に
は
、
福
岡
商
工
会

議
所
の
河
部
会
頭
が
扮
し
馬
上
の
雄
姿
を

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

同
放
送
局
の
舞
台
で
は
、
鴻
臆
館
時
代
、
遣

唐
使
の
送
別
の
宴
を
再
現
し
た
署
川
津
の
舞
」

が
演
じ
ら
れ
、ま
つ
り
を
も
り
あ
げ
ま
し
た
。

姫
路
市
観
光
宣
伝
隊
来
福

「黒
口
官
兵
衛
」
題
材
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
！
福
岡
と
連
携
訴
え

織
田
信
長
主
鳳
臣
秀
吉
の
時
代
―
姫
路

城
や
中
津
城
の
城
主
と
し
て
活
躍
し
、
筑

前
五
十
二
万
石
福
岡
城
を
築
城
し
た

三
（

田
官
兵
衛
」
を
主
人
公
に
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
の
誘
致
活
動
の
た
め
、
姫
路
市
の

黒
田
宣
伝
隊
が
九
月
二
十
五
日
Ｊ
Ｒ
博
多

駅
で
鎧
冑
姿
で
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
福
岡
城
市
民
の
会

一
同
も
応

援
に
駆
け
つ
け

「姫
路
と
福
岡
が
協
力
し

大
河
ド
ラ
マ
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

九
月
二
十
日
（日
曜
日
）



福
岡
城
探
謗

彙

黒

目
安

政

四
代

藩

主

、
綱

政

は
正
徳
元
年

■
．
七

一

一
年
）
五
三
歳
で
死
去

す
る
が
、
そ
の
前
年
八

月

に
長
・男

の
吉
之

が

二
九

歳

と
い
う
若

さ

で
亡
く
な
っ
て
い
た
。

そ
の
た
め
急
拠
、
一
一
男
の
宣
政
が
家
督
を

相
続
、
一
二
ハ
歳
で
福
岡
藩
第
五
代
藩
主
の
座

に
就

い
た
。
一旦
政
は
幼
名

弁
之
助

、
貞
享

二

年
、
江
戸
桜
田
の
藩
邸
で
生
れ
た
。
将
軍
家
宣

の
一
字
を
も
ち
つ
て
宣
政
と
な
る
。

生
来
の
病
弱
で
、
藩
主
に
な

っ
た
年
の
長
崎

警
備
の
勤
番
も
で
き
な
か
っ
た
ほ
ど
．で
あ
る

が
、
就
任

三
年
目
に
は
藩
政
改
革

に
着
手
し

た
。
綱
政
側
近
の
隅

田
重
時
ら
に
財
政
破
綻

の
責
任
を
と
ら
せ
、
士
口
日
治
年
ち
を
新
任
す

る
と
と
も
に
身
内

一
門
や
譜
代
の
家
臣
の
強

化
を
は
か
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
．一　

一

し
か
し
農
村
の
疲
弊

は
ひ
ど
ぐ
、
藩
財
政

は
窮
乏
し
、
家
臣
へ
の
給
料
が
遅
配
す
る
な
ど

深
刻
さ
は
増
す
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

藩
政
以
外
に
も
幕
府
の
禁
令
を
破

っ
て
中

国
の
密
貿
易
船
が
筑
前
の
港
に
度
々
押
し
か

け
、
福
岡
藩
で
は
、
そ
の
取
締
り
に
手
を
焼
い

て
い
た
。
こ
れ
ら
の
船
は
、
故
障
し
た
と
か
、
時

化

に
あ

っ
て
漂
流
し
た
よ
う
に
見
せ
か
け
て

役
人
の
目
を
逃
れ
よ
う
と
し
た
り
巧
妙
で
あ

っ
た
が
明
ら
か
に
密
貿
易
船
と
わ
か
っ
た
場

合
は
石
火
矢
を
打
ち
か
け
る
な
ど
し
て
追
い

払
っ
た
。

ま
た
藩
史
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
件
と
し

て
、
正
徳
三
年
に
起

っ
た
強
盗
事
件
が
あ
る
。

こ
の
年

の
五
月
十

日
夜
、
鞍
手
郡
南
良
津
村

の
上
手
を
薩
摩
の
飛
脚
、
内

田
某
と
海
江
田

某
が
荷
物
を
運
ん
で
通
り
か
か
っ
た
と
こ
ろ
、

五
人
組
の
盗
賊
に
襲
わ
れ
た
。

内

田
は
薩
摩
示
現
流
の
達
人
だ

っ
た
と
み

え
二
人
を
斬
り
倒
し
、
一
人
に
深
手
を
負
わ
し

た
が
残
り
の
二
人
は
逃
げ
た
。
そ
の
間
に
海
江

田
は
無
事
に
荷
物
を
本
屋
瀬
ま
で
送
っ
た
。

届
け
を
う
け
て
驚
い
た
福
岡
藩
で
は
藩
の

面
日
に
か
け
て
も
と
必
死
の
探
索
を
続
け
た

が
逃
げ
た
賊
の
二
人
は
長
崎
の
者
で
行
方
知

れ
ず
い
重
傷
の
賊
を
打
ち
首
、
殺
さ
れ
た
二
人

と
と
も
に
さ
ら
し
首
と
い
う
厳
罰
に
処
し
て

結
着
を

つ
け
た
。
藩
で
は
こ
の
事
件
の
経
過
と

処
置
を
詳
し
く
薩
摩
・藩
に
報
告
し
た
が
、
フ」

れ
に
対
し
て
島
津
家
か
ら
福
岡
藩
の
取
り
扱

い
に
丁
重
な
感
謝
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

正
徳
四
年

■

七

一
四
年
ご

一月
二
日
の
夜
、

江
戸
の
藩
邸
で
宣
政
が
激
し
い
錯
乱
状
態
に

陥
っ
た
。
前
年
十
月
の
参
勤
途
中
の
船
中
で
も

発
作
を
起

し
た
と
い
う
が
、
生
来

の
病

弱
の

？ヽ
え
、
思
い
も
か
け
な
か
っ
た
藩
主
の
座
と
、

藩
政
の
困
難
さ
は
こ
の
若
い
江
戸
育
ち
の
宣

政
の
身
も
心
も
む
し
ば
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
す

で
に
幕
府
か
ら
帰
国
の
許
し
を
得
て
い
た
が

と
て
も
帰
国
で
き
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
。

狂
燻

財

雛

噺

錦
帖
鏃

居

さ
せ
る
こ
と

に
し
た
。
幕
府

に
は
宣
政
病

気
と
の
届
け
を
出
し
、
福
岡
に
も
急
報
す
る
。

宣
政
は
こ
の
時

二
九
歳
、
盛
岡
藩
主
南
部

行
信
の
娘
と
結
婚
し
て
い
た
が
子
供
は
無
か

っ
た
「
黒

田
家
の
一
族
と
藩
の
重
臣
た
ち
の
協

議
の
結
果
、
〓
一代
藩
主
光
之
の
孫
に
あ
た
る

直
方
藩
主
長
清
の
嫡
子
、
菊
千
代
を
養
嗣
子

と
で
？

」
と
に
定
め
、
幕
府
に
願
い
出
て
認
め

ら
れ
た
。

こ
の
時
、
菊
千
代
は

〓

一歳
で
あ

っ
た
が

一

五
歳
と
し
て
届
け
直
ち
に
元
服
、
将
軍
家
継
に

拝
謁
し
て
「継
」
の

一
字
を
も
ら
い
継
高
と
名

乗
る
。
黒
田
家
中
興
の
名
君
と
称
さ
れ
た
六
代

藩
主
の
登
場
で
あ
る
。

宣
政
は
延
享
元
年

■

七
四
四
年
）
江
戸
で

没
し
た
。
エハ
○
歳
で
あ
っ
た
。

阿
　

部

百

局

田

義

幸

英
　
正

喜
代
子

登
美
子

芳 波 久

野 呂 芳

水 松 真

上 岡 玉

弘  幹

子 賢 夫

家

¶
山 本
権

耕

一

一
、
渾

身

の
傑

作

の
映

画

化

一

が

東

映

で

で

き
、
九
月
十

二

日

よ

り

全

国

ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

に
な
り
ま
し
た
。
「人

天
の
城
」
は
織

田
信
長
の
厳

命

「安

土

の
山

，
ま

る
こ
と

一
つ
城

に
せ
よ
」
に
よ

り
、
壮
大
な

天
守
閣
を
持

つ
一
大
城
郭
を
完
成
さ

せ
る
棟
梁
の
物
語
。
西
田
敏
行
の
名
演
技
で
、
描
き

出
さ
れ
る
名
工
の
壮
絶
な
ド
ラ
マ
は
見
る
人
に
深

い
感
銘
と
教
訓
を
与
え
ま
す
。
ま
た
城

の
持

つ
不

思
議
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
感
じ
さ
せ
る
映
画
で
も
あ

り
ま
し
た
。
封
切
に
先
立

っ
て
、
九
月

一
日
十
八
時

半
よ
り
東
映
の
企
画
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
特
別

試

写
会

が
福
岡

明
治
安

田
生
命

ホ
ー
ル
で
催

さ

れ
、
映
写
に
先
立

っ
て
、
当
会
の
石
井
幸
孝
理
事
長

が
特
別
講
演

「
天
下
の
名
城
　
五
十

二
万
石
　
福

岡
城
を
語
る
」
と
し
て
、
安
土
城
に
も
負
け
な
い
福

岡
城
の
規
模
の
大
き
さ
や
、
そ
の
復
元
に
向
け
て
の

期
待
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
、
多
く
の
一
般
市

民
に
語
り
、
「東
映
さ
ん
、
〈
フ
度
は
福
岡
城
の
映
画

を
！
」
で
結
び
ま
し
た
。
「火
天
の
城
」
は
本
格
的
な

商
業

映

画

で
す

が
、
地

元
滋
賀
県
の
肝
い
り
も

あ

り

、
大

い
に
観

光

に

も

活
か
し
た
い
と
の
こ

と

で
す
。
福

岡

で
も

素

晴
ら
し
い
素
質
の
あ

る

福

岡
城
を
も

っ
と
も

っ

と
活
か
さ
ね
ば
な
ら
な

い
と
強
く
感

じ
た

一
夕

で
も
あ
り
ま
し
た
。

「人天の城J
バンフレットより

福岡城 天守閣 武具櫓
本丸などの復元構想図

会
員
の
皆
様
、
お
元
気
に
お
過
ご
し
の

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

昨
年

に
続
き
実
施
中

の
福

岡
歴
史
観

光
市

民
大
学
は
七
月
六

日
に
開
校

し
ま

し
た
。
多
数
の
市
民
に
応
募
い
た
だ
き
、
講

堂

は
毎

回
熱

心
な
講
義

が
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
全
三
十
回
多
分
野
に
亘
り
故
郷

福

岡
の
素
晴

ら
し
い
歴
史

と
伝
統

が
各

界
の
先
生
方
に
よ
り
精
密
描
写
さ
れ
、
理

解
し
易
い
説
明
と
相
ま

っ
て
受
講
さ
れ
る

皆
様

は
大
学
院

の
ゼ
ミ
以
上

の
態
度

で

参
加
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
△
フ
年
度
の
特

長
は
福
岡
市
教
育
委
員
会

の
皆
様
の
全

面
的
協
力
の
も
と
、
七
回
の
講
義
を
担
当

さ
れ
身
近
な
問
題
点
を
中
心
に
市
民
生

活
に
か
か
わ
り
深
い
題
名
を
選
ん
で
く
だ

さ
い
ま
し
て
、
夕
刻
十
八
時
か
ら
内
容
の

濃

い
話
を
提
供

さ
れ

て
い
ま
す
。
一
方

現

地
に
出
か
け
て
遺
跡

・
史
跡
や
話
題
の
処

を
確
認
し
て
歩
く
現
地
研
修
は
、
ラ」
れ
か

ら
中
央
区
天
神
周
辺
と
唐
人
町
、
博
多
区

寺
社

廻
り
、
西
区
よ
か
と
こ
の
案
内
と
、

内
容
も
充
実
さ
せ
て
実
施
し
ま
す
。
博
多

伝
統
工
芸
の
博
多
織
は
人
間
国
宝
の
″
小

川
先
生
〃
を
お
迎
え
し
て
、
博
多
人
形
は

組
合
理
事
の
〃
川
崎
先
生
〃
に
そ
れ
ぞ
れ
の

伝
統
芸
の
真
髄
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
若
い
芸
術
家

・狂
言
師
の
″
野
村
万

禄
先
生
〃
も
十
月
十
九
日
に
登
場
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
福
岡
県
と
福
岡
市
の
観

光
政
策

は
担
当

の
部
課
長
が
今
年
度
実

施
中
の
行
事
と
将
来
方
針
に
つ
い
て
説
明

予
定
で
す
。

以
上
実
績
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
中

間
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
当
日
の
み
の
単

課
申
込
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
参
加
下
さ
い
。

担
当
　
津
田
慶

一



昨
年
度
、
新
し
い
試
み
と
し
て

「新
た
な
公
に
よ
る
コ

ミ

ュ
ニ
テ
イ
創
生
支
援
モ
デ
ル
事
業
」

（国
土
交
通
省
選

定
事
業
）
、
「市
民
参
加

の
古
代
官
道
調
査

・
活
用
事
業
」

が
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
太
宰
府

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
共
同
で
行
わ
れ
、

多
く
の
市
民
に

「古
代
官
道
」
と

い
う
も
の
の
存
在
と
、

そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
、
そ
の
ロ
マ
ン
を
秘
め
た
謎
を

印
象

つ
け
ま
し
た
が
、
本
年
度
も
バ
ー
ジ

ョ
ン
ア
ツ
プ
し

て
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
民
参
加

「１
３
０
０
年
前
の
ハ
イ
ウ
エ
イ
を
探
る
―

古
代
官
道
ロ
マ
ン
ー
」
と
銘
打

っ
た
事
業
の
第

一
弾
、
「市

民
フ
オ
ー
ラ
ム
続
福
岡
」
が
十
月
十
六
日

（金
）
十
八
時

よ
り
二
時
間
半
に
わ
た

っ
て
福
岡
市
役
所
十
五
階
講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
石
井
幸
孝
理

事
長
が

「１
３
０
０
年
前
の
ハ
イ
ウ
エ
イ
　
世
界
に
繋
が
る
」
と
題
し
て
、
福
岡
市
内
身

近
に
あ
る
そ
の
痕
跡
道
と
も
い
え
る
高
宮
通
り
や
筑
紫
通
り
の
意
外
さ
や
、
古
代
官
道
の

驚
く
べ
き
実
態
を
述
べ
、
そ
の
ル
ー
ツ
と
も
い
え
る
ロ
ー
マ
街
道
や
中
国
秦
の
直
道
に
も

言
及
し
ま
し
た
。
ま
た
福
岡
市
教
育
委
員
会
の
長
家
伸
氏
と
吉
武
学
氏
か
ら
、
福
岡
市
内

で
発
掘
調
査
さ
れ
た
古
代
官
道
の
遺
跡
や
鴻
臆
館
に
つ
い
て
の
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。
約

百
五
十
名
の
参
加
が
あ
り
熱
心
な
質
疑
も
あ
り
ま
し
た
。

「古
代
官
道
」
事
業
は
、
引
き
続
き

「市
民
フ
オ
ー
ラ
ム
轟
太
宰
府

，
筑
紫
野
」
（十

一

月
十

一
日

（水
）
十
三
時
三
十
分
よ
り
　
筑
紫
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）
と
し
て
、
万

葉
集
歌
人
と
古
代
官
道
の
旅
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
森
弘
子
太
宰
府
発
見
塾
長
、
両
市
教
育

委
員
会
専
門
家
ら
に
よ
る
講
演
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。

昨
年
度
人
気
の
あ

っ
た
、
専
門
家
と

一
緒
に
歩
く

「探
索
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
も

第

一
回
　
太
宰
府

・
豊
前
路
ル
ー
ト

（十

一
月
七
日
）
、

第
二
回
　
太
宰
府
路

・
東
西
横
断
ル
ー
ト

（十

一
月
十
四
日
）
、

第
二
回
　
士宦
岐

・
対
馬
路

。
東
西
横
断
ル
ー
ト

（十

一
月
二
十

一
日
）
、

第
四
回
　
水
城
西
門

・
東
門
バ
イ
パ
ス
ル
ー
ト

（十

一
月
二
十
八
日
）

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
土
曜
日
九
時
～
十
二
時
で
す
。

さ
ら
に
本
年
度
は

「ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
」
と
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
ご

一
緒
に
古
代

官
道
を
語
り
合
う
試
み
を
行
い
ま
す
。
「永
丘
駅
周
辺
Ｌ
城
の
山
道
員
い
ず
れ
も
太
宰
府

南
郊
外
）
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
広
く
市
民
か
ら
古
代
官
道
に
ま
つ
わ
る
発
見

・
論
説

・
提
案

・
創
作
の
大
募

集
と
銘
打

っ
て
、
取

っ
て
お
き
の
情
報
提
供
を
募

っ
て
お
り
、

市
民
の
積
極
的
な
ご
提
言
等
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
斬
新

な
も
の
は
報
告
書
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
二
月
に
は

「市
民
成
果
発
表
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
フ
イ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
ご
希
望

の
方
は
詳
細
、
案
内
チ
ラ
シ
参
照
、
ま
た
は
事
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
（電
話

〇
九
二
‐
七

一
六

‐
八
二
三
八
）

「市民フォーラム in福岡Jの様子

八
月
二
十
三
日

（日
）
の
午
後
、
姫
路
市
民

会
館
で
行
わ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
松
平
定
知
氏
の

「世

界

一
の
ナ
ン
バ
１
２

・
黒
田
官
兵
衛

こ

は
定

員
六
百
名
に
対
し
四
千
二
百
名
の
申
込
み
が
あ

り
、
選
に
漏
れ
た
フ
ア
ン
が
会
館
周
辺
に
押
し

寄
せ
る
と
言
う
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
姫
路
市
の

黒
田
武
士
顕
賞
会
の
神
澤
輝
和
氏
の
お
招
き
を

受
け
て

「福
岡
城
市
民
の
会
」
か
ら
二
人
、
中

津
市
か
ら

「ア
ッ
官
兵
衛
の
会
員
」
等
三
十
三

名
が
同
席
聴
講
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
。
松
平
流

の
話
術
と
豊
富
な
資
料
を
基
に
黒
田
官
兵
衛
の

人
間
性
を
え
ぐ
り
、
智
謀
の
人
と
し
て
戦
乱
の

世
を
生
き
抜
き
、
頭
角
を
現
し
て
い
っ
た
課
程

が
楽
し
く
明
る
く

ュ
ー
モ
ア
に
演
出
さ
れ
会
場

は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

特
に
生
誕
の
地
で
あ
る
姫
路
の
人
達
は
終
了

後
も
余
韻

一
杯
で
、
紅
潮
し
た
顔
は
次
の
目
標

「Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
に
黒
田
官
兵
衛

を
」
に

一
点
集
中
し
輝
く
ば
か
り
に
見
て
と
れ

ま
し
た
。

市
内
い
た
る
と
こ
ろ
、
官
兵
衛
の
絵
や
チ
ラ

シ
、
の
ぼ
り
又
は
関
連
商
品
が
あ
ふ
れ
、
観
光

客
の
多
く
が
立
ち
寄
り
、
各
商
店
は
盛
況
の
極

み
で
あ
る
。
外
国
人
観
光
客
が
全
体
の
何
割
か

を
占
め
て
お
り
、
世
界
各
国
の
人
種
が
見
ら
れ
、

国
際
色
豊
で
あ
る
。
世
界
遺
産
と
し
て
日
本
を

代
表
す
る
立
派
な
城
で
あ
る
と
再
認
識

い
た
し

ま
し
た
。

前
夜
祭
を
兼
ね
た
歓
迎
会
は
地
元
、
酒
造
会

社
の
酒
倉
で
開
か
れ
、
中
津
黒
田
武
士
の
会
が

新
山
発
表
、
新
舞
踊

「日
の
本

一
の
槍
お
ど
り
」

を
披
露
し
兜
デ
ザ
イ
ン
の
菓
子
や
タ
オ
ル
等
の

新
製
品
が
参
加
者
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

福
岡
城
地
元
か
ら
の
組
は
出
し
物
も
無
く
今

後
の
楽
し
み
と
な

っ
た
が
、
官
兵
衛
が
唯

一
愛

し
た
妻
お
光
の
方
に
つ
い
て
の
史
実
説
明
は
多

く
の
人
に
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。
今
後
の
共
通

目
標

「官
兵
衛
を
大
河
ド
ラ
マ
に
」
に
向
か

っ

て
固
い
団
結
を
誓
う
記
念
す
べ
き
出
発
点
と
な

り
ま
し
た
。

福
岡
城
市
民
の
会
も

一
致
し
て
実
現
に
努
力

し

ま

し

よ

う

。

一編
一集
一後
一記
一

今
年
も
残
り
二
か
月
余
り

と
な
り
ま
し
た
。
市
民

の
会

も
遅
々
と
し
た
歩
み
を
少
し

早
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

従
来

の
事
業

の
充
実
と
と

も

に
、
舞
鶴
城
セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
構
想
を
検
討
す
る
会

合
や
基
金
財
団
づ
く
り

へ
の

初
歩
的
な
取

り
組

み
な
ど
、

会
員

の
皆
様
方

の
ご
期
待

に

添
う
よ
う
事
務
局

一
丸
と
な

り
、
ま
す
ま
す
努
力
、
邁
進

し
て
ま

い
り
ま
す
。

【追
廻
門
】

福
岡
城

に
は
広
大

な
城
域

に
も
か
か
わ

ら
ず
、
外
部
と

の
出

入
日
と
し
て

「上

の

橋
門
」

「下

の
橋
門
」

「追

廻

門
」
の
三

カ

所
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

敵
が
表

の
大
手
門

虎
口
を
攻
め
て
い
る

と
き
、
一異
の
門
か
ら

出
馬
し
て
背
後
か
ら

襲
う
兵
法
か
ら

「追

廻
門
」
と
付
け
ら
れ

た
と

い
わ
れ
て
い
ま

す
。
【新
旧
の
追
廻
橋
】
　
　

　

　
　

　

か
ζ
？
‥

の
酔
爬
鈍
南
け
出
産
繭
晰
溝
獄
嚇
れ
時
拗
蹄

現
在
左
の
写
真
の
よ
う
に
架
か

っ
て
い
る

木
橋
は
、
そ
の
追
廻
橋
周
辺
の
雰
囲
気
を
か

も
し
出
す
た
め
の
模
型
で
す
。
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